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１．はじめに 

国宝松本城を中心とする旧城下町である松本市中

心部には，重要文化財である旧開智学校や旧松本高

等学校などの歴史的建造物が多く残っている。一方

で，中心部では近代的な建造物が増加し，歴史的な

街並みと近代的な街並みが混在する都市となってい

る。松本市中心部は，松本駅，松本城，あがたの森

を結ぶトライアングルが回遊動線の骨格を形成して

おり，その中に主要な商店街が立地して回遊空間を

形成している（図－１）。松本市総合計画を始めとし

た各種計画において，中心市街地や駅周辺などの交

通拠点に都市機能を集約させ，「歩いて暮らせる松本

型の集約型都市構造」による持続可能なまちづくり

を進めている。2011 年策定された「次世代交通政策

基本方針」においては，20 年先，30 年先を見据えて，

車を優先した社会から「歩く」ことを基本に，歩行

者・自転車・公共交通が優先される社会への見直し

を図ることとしている。 

一方，都市における環境や人の活動を支える都市

空間にある規則性や連続性を検討することは，その

都市の魅力と個性あるまちづくりを考える上で重要

な視点となる。また，都市における環境や人の活動

と都市の空間構造との関係性を分析することは，都

市計画の立案において有益な情報の一つになる。都

市の空間構造は環境や人の活動に影響を与え，また

逆に，都市の空間構造は環境や人の活動によって変

化していくと考えられる。このような観点から，都

市を空間の繋がりから分析する一つの方法として，

Space Syntax 理論 1,2)が利用されている。Space Syntax

理論は建築物内部の空間から大規模な都市空間まで，

様々なスケールの空間分析に適用されており，とく

に都市構造の分析方法として，多様な手法への発展

が見られる（詳細は後述）。日本においても近年，都

市分析に適用されてきており，同理論を日本の市街

地において適用して歩行空間の計画立案支援手法と

しての有用性について検証したもの 3)，同理論を適

用して都市開発動向と都市形態との関連性を検討し

たもの 4)，同理論を適用して建物集積や低未利用地

の分布が結果としてどのような範囲のシステムに依

拠しているのかを明らかにしたもの 5)，街路パター

ンの持つ位相幾何学的特性と街区の形態的特性の関

係性を明らかにしたもの 6)，歩行者通行量を予測す

るモデルの構築や歩行者動線の改善施策が及ぼす効

果を総合的に評価したもの 7)，東京の街路構造の変
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図－１ 松本市中心市街地と道路縁（背景に

Google Map を利用） 
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遷について分析したもの 8)などがある。しかし，こ

れらの適用事例の多くは，都市の中心市街地の特性

評価や都市の交通量分析などにとどまっている。中

心市街地の街路空間構造と沿道施設の立地や土地利

用との関係性を Space Syntax 理論により分析した事

例はまだ少ない。 

そこで，本研究では Space Syntax 理論を用いて，

松本市中心市街地活性化基本計画の区域内にあ

る街路空間の繋がりと沿道施設用途との関係を

明らかにし，城下町としての特徴を見つけ，利便

性が高く魅力ある都市について検討した。 
  
２．対象地域と研究方法 

(1)対象地域 
 本研究では，城下町という個性をもつ地域であ

る松本市の中心市街地を取り上げた。松本市にと

って中心市街地の活性化は極めて重要なテーマ

であり，1999 年 3 月に松本市中心市街地活性化

基本計画を策定し，総合計画等との整合を図りな

がら総合的な整備を実施してきた。松本市では，

この基本計画に基づく事業に加え，市民や観光客

が集える施設を整備するとともに，ソフト事業も

取入れ，それぞれを有機的に繋げることにより中

心市街地の再生と活性化を目指すとしている。そ

こで，松本市中心市街地活性化基本計画で設定さ

れた中心市街地を本研究の対象地域とした（図－

１）。この地域は 2017 年策定された立地適正化計

画の都市機能誘導区域における都市中心拠点に

相当し，松本市が目指す集約型都市構造の核とな

る地域であり，歴史的建造物と近代的建造物など

が混在する。ここでは，街路の空間構造と施設用

途との関係性を明らかにし，城下町としての特徴

や魅力ある都市について考察する。 
(2)研究方法 

 本研究では，Space Syntax 理論 1,2)を用いた。

Space Syntax 理論は，1980 年代，ロンドン大学バ

ートレット校の Hillier を中心としたグループが

空間形態解析理論として確立させたものである。

彼らは，住宅内の空間や都市内の街路空間などを

対象に，グラフ理論を用いて，その場所の空間的

特性を繋がり方（空間の関係性）に着目して分析

を行った。その場所の空間の機能や特性が，空間

の接続形態から明らかになり，空間に対する人の

認知や行動などに影響を与えることが示された。  

ここで，「Syntax」とは，言語学分野での統語

論（構文論）のことで，単語と単語を組み合わせ

て文が構成される仕組みである。「Space Syntax」
とは，空間においても，空間と空間，空間と施設

などの関係性によって，空間の機能や特性が生ま

れるということである。Space Syntax 理論には，

Convex Analysis，Axial Analysis，Segment Analysis，
Visibility Graph Analysis などの分析手法があるが，

ここでは中心市街地という比較的狭い近隣の範

囲（徒歩圏程度）を対象にするため，初期の分析

手法である Axial Analysis を用いた。 
Axial Analysis とは，連続した空間を 1 本の直線

（Axial Line という）で表し，それらの接続関係

で空間構造を分析するものである。初期には，こ

の Axial Line は，Convex Analysis で作成される

Convex Space（Convex Map）を最長で最小限の数

の直線で結ぶことにより作成された。しかし近年

では，街路空間を扱うとき，街路境界線（道路縁）

を用いて，Convex Spaceを作成することなく Axial 
Line を作る場合が多く，ここでも，この方法を用

いた。Axial Analysis では，Axial Line の繋がりを

単純化した Graph で表し，ある地点からある地点

までに経由する Line の数から深さ（Depthという）

を求める。 
また，Space Syntax 理論では，分析する範囲と

して Radius という概念を用いる。Radius は分析

対象に含める Depth の最大値を規定する数値で，

これにより分析範囲を任意に設定して，対象地域

を全域の範囲や近隣の範囲で捉えることができ

る。Axial Analysis において，対象地域を全域の範

囲で分析する場合を Global レベルでの分析とい

い，Radius=n（以降，RN）と表す。一方，対象地

域を近隣の範囲で分析する場合を Local レベルで

の分析といい，ここでは歩行者の通行量と相関が

高いとされる Depth の最大値が 3 である場合を設

定して Radius=3（以降，R3）と表す。 
さらに，Space Syntax 理論では，空間の接続関

係を表す指標として， Integration Value および

Choice と呼ばれる指標がある。ある Axial Line の

Integration Value とは，その Axial Line から分析範

囲内の他の全ての Axial Line まで繋がる最小の

Line 数（Depth）の合計値に反比例する値であり，

この値が大きい空間は他の空間からのアクセス

性がよく，また景観的には見通しがよく，対象地

域の中心的な街路空間となり重要性が高いと考

えられる。逆に Integration Value の値が小さい空
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間は他の空間からのアクセス性がよくなく，分離

された空間と考えられる。ある Axial Line の

Choice とは，分析範囲内において，全ての Axial 
Line から他の Axial Line へ最小の Line 数（Depth）
で繋いだとき，その Axial Line の空間を経由する

回数であり，その空間の通過性（経由のしやすさ）

を表す指標である。ここでは，Integration Value
を用いて空間のアクセス性に着目して，沿道施設

用途との関係を検討した。 
Integration Value の値を求めるには，まず，ある

Axial Line から他の全ての Axial Line までの Depth
を平均した Mean Depth（MD）を求め，MD を 0
～1 の値に標準化した Relative Asymmetry（RA）

（①式）を求める。ここで，k は Axial Line の数

である。しかし，RA は分析する Axial Line の数，

分析範囲の影響を受けるため，Diamond Shape と

呼ばれる形の RA の値 Dk（②式）で補正して相

対化した Real Relative Asymmetry（RRA）（③式）

を求める。この逆数をとったものが Integration 
Value（④式）になる。したがって，Integration Value
は Depth を分母にもつため，これが大きければ

Depth が浅く空間の繋がりが強いことを表し，逆

に小さければ Depthが深く空間の繋がりが弱いこ

とを表している。 

(3)研究の流れ 

 本研究では，Axial Analysis を行うため，国土地

理院が提供する基盤地図情報の「道路縁」（図－

１）を街路空間として利用し，Convex Space を作

成することなく Axial Line を作った。ただし，

Axial Analysis では，対象地域のみを分析範囲とす

ると，外周（外側境界）の街路空間の Integration 
Value が現実の値より低く計算される（edge effect

という）ため，分析範囲は対象地域よりも一回り

（約 500m 以上）広い地域を分析した。沿道施設

用途のデータを作成するため，同じ基盤地図情報

の「建築物の外周線」を基にして，現地調査を行

い（2016 年 9 月），さらに Google Street View を利

用して，対象地域内の施設用途（表－１）を調べ

た。また，対象地域内の街路の形態（歩道の有無）

として，現地調査および Google Street View を用

いて，街路を縁石やガードレールなどによって物

理的に区画した歩道がある場合，歩道が設けられ

ていない街路で道路標示によって歩行者用路側

帯がある場合と歩行者用路側帯がない場合の 3
種類について調べた。そして，対象地域内の街路

空間構造と沿道施設用途との関係を調べるため

に，全ての Axial Line のある街路空間から沿道施

設が一部でも重なるように適当なバッファをと

り，その空間の Integration Value とその施設用途

の属性データとの関係を取得した。 

 
３．分析結果 
(1)施設用途の分布 

 まず，対象地域内の施設用途の大分類（表－１）

結果の分布を表示したものが図－２である。対象

地域内の街路形態（歩道の有無）の結果を，図－

１の道路縁の中心線上に表示したものが図－３

である。また，施設用途の大分類と街路形態を重

ね，施設用途の高さを反映して 3D 表示したもの

が図－４である。松本駅周辺の街路や松本駅とあ

がたの森公園を結ぶ街路（あがたの森通り）など

で歩道ありの街路が多く，松本駅周辺では高層の

商業施設や企業・事務所が分布していることがわ

かる。一方，松本城周辺では歩道なしの街路が多

く，対象地域の西側や南側では低層の一般住宅

Dk = 2(k log2 k + 23 − 1 + 1)
(k− 1)(k − 2)  

RRA = RADk   

Integration Value = 1RRA   

RA = 2(MD− 1)k − 2  …① 

…② 

…③ 

…④ 
施設用途の大分類 施設用途の小分類 件数

商業店舗 539

飲食店舗 214

居酒屋 111

宿泊施設 41

事務所 440

医療福祉施設 92

金融施設 23

教育・公共施設 学校・文化スポーツ施設・公共施設 130

宗教施設 寺社・教会 38

一般住宅（戸建て） 3930

アパート 172

マンション（3階以上） 182

平面駐車場（月極駐車場・コインパーキング） 423

平面駐車場（施設利用者駐車場） 333

立体駐車場 14

商業施設

企業・事務所

住宅

駐車場

表－１ 施設用途の分類 
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（戸建て）が多く分布して路側帯なしの街路が多

いことがわかり，城下町の特徴を表していると言

える。また，対象地域内の施設用途の数では，表

－１に示すように，全体で 6680 余りあり，大分

類の「商業施設」が 905，「企業・事務所」が 555，
「教育・公共施設」が 130，「宗教施設」が 38，
「住宅」が 4284，「駐車場」が 770 であり，住宅

や商業施設，さらに駐車場が多いことがわかる

（2016 年 9 月時点）。「商業施設」の小分類では，

「商業店舗」が 539，「飲食店舗」が 214，「居酒

屋」が 111，「宿泊施設」が 41 であり，商業店舗

が多く中心市街地の特徴を表している。「企業・

事務所」の小分類では，「事務所」が 440，「医療

福祉施設」が 92，「金融施設」が 23 であり，他

地域と比較して金融施設が多く中心市街地の特

徴を表している。「住宅」の小分類では，「一般住

宅（戸建て）」が 3930，「アパート」が 172，「マ

ンション（3 階以上）」が 182 であり，他地域と

比較してマンションが多いことがわかる。「駐車

場」の小分類では，「平面駐車場（月極駐車場・

コインパーキング）」が 423，「平面駐車場（施設

利用者駐車場）」が 333，「立体駐車場」が 14 で，

平面駐車場が多くあり，本来，高いことが望まし

い中心市街地の土地の利用価値が十分に発揮さ

れているとは言えず，さらに駐車容量が増えて中

心市街地への自動車利用が増加すると，城下町そ

して観光地でもある松本市の魅力が損なわれる

ことが危惧される。一方で，来街者数を増やすた

めには大規模な商業施設の導入が不可欠である

として，商業施設の規模が大きくなればなるほど，

回遊効果も高くなることが指摘されていて 9)，今

回の分析には含まないが，2017 年開業したイオ

ンモール松本の中心市街地に及ぼす影響に注目

される。ただし，これは大規模な駐車場を備えた

施設であるため，さらなる自動車利用が促進され

る懸念もある。 
(2)街路空間構造と沿道施設用途の関係 
 次に，Axial Analysis により得られた Integration 
Value の Global レベルと Local レベルの結果をそ

れぞれ図－５と図－６に示す。また，街路形態別

の平均 Integration Value を図－７に示す。街路形

態においては，歩道ありの街路は Integration Value
が高く，とくに Local レベルにおいて顕著である。

これは，歩道ありの街路に対する，近隣地域での

移動のアクセス性の良さ，見通しの良さを表して

おり，主要な近隣街路整備が図られてきたことの

結果と捉えることができる。具体的に，Global レ
ベルでは，街路形態で歩道がある，あがたの森通

り，本町通り，大名通り，伊勢町通りなどの主要

な街路空間の Integration Value が高いことがわか

る。一方，Local レベルでは，中心部より南の南

北方向街路の Integration Value が高いことがわか

り，これらは近隣地域での移動のアクセス性を確

保し，利用しやすい街路であると言える。 
次に，沿道の施設用途の大分類別に平均した

Integration Value の Global レベルと Local レベル

の結果を図－８に示す。Global レベルと Local レ図－４ 施設用途の高さを反映した 3D 表示 

図－３ 街路形態 

図－２ 施設用途の大分類 
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ベルとも，とくに商業施設や企業・事務

所に面する街路は Integration Value が高

く，宗教施設に面する街路は Integration 
Value が低いことがわかる。また，施設用

途の小分類別に平均した Integration Value
の Global レベルと Local レベルの結果を

図－９に示す。とくに差がある近隣地域

での歩行者の移動に相当すると考えられ

る Local レベルに注目して，商業施設の

小分類と Integration Value の分布，住宅の

小分類と Integration Value の分布，駐車場

の小分類と Integration Value の分布をそ

れぞれ図－11，図－12，図－13 に示す。

図－９から見ると，商業店舗，金融施設，施設利

用者駐車場などの Integration Value が高く，宿泊

施設，宗教施設などの Integration Value が低いこ

とがわかる。すなわち，商業店舗や金融施設とそ

の施設設利用者駐車場はアクセス性が良く見通

しのきく街路沿いに立地し，利便性が高いと言え

る。逆に，小規模な旅館などが点在する宿泊施設

（図－11）や寺社などの宗教施設はアクセス性が

良くなく入り組んだ街路沿いに立地している場

合も多く，また月極駐車場・コインパーキング（図

－13）などもアクセス性が良くなく入り組んだ街

路沿いに点在して立地している場合も多く，これ

らは城下町特有の街路配置に基づくと考えられ

る。とくに平均 Integration Value が高い商業施設

について，具体的にその小分類の数と街路形態を

図－５ Integration Value(Global) 

図－６ Integration Value(Local) 図－８ 施設用途別平均 Integration Value  

図－７ 街路形態別 

    平均 Integration Value 

図－９ 施設用途の小分類別平均 Integration Value 
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併せて Local レベルの Integration Value を見てみ

ると（図－10，図－11），商業店舗，飲食店舗，

居酒屋，宿泊施設ともに図－７で示したように，

歩道ありの街路形態で平均 Integration Value は高

く，中でも商業店舗が最も高く，宿泊施設が最も

低い。その数では，商業店舗が路側帯あり・路側

帯なしの街路形態より歩道ありの街路形態で，ア

クセス性が良く見通しのきく街路沿いに多く立

地する。しかし，飲食店舗，居酒屋は歩道ありの

街路形態より路側帯あり，さらに路側帯なしの街

路形態にしたがって多く立地しており，とくに飲

食店舗は対象地域に散在するが，居酒屋は松本駅

周辺に集中することがわかる。次に，住宅の小分

類を見ると（図－９，図－12），一般住宅やマン

ションは対象地域全体に点在して，Local レベル

の平均 Integration Value が高く，近隣地域でのア

クセス性は良いと考えられるが，これらに比べて

アパートの平均 Integration Value は低く，近隣地

域でのアクセス性は若干劣ると見られる。 
(3)地区別に見た街路空間構造 

対象地域内の地区別に Global レベルと Local
レベルで街路空間の Integration Value の平均を求

めた結果がそれぞれ図－14 と図－15 である。

Global レベルでは，松本駅前にあたる中央 2 丁目，

中央 1 丁目，深志 2 丁目や，松本城や松本市役所

の近隣である大手 4 丁目，城東 1 丁目，丸の内な

どで平均 Integration Value が高い。ここは，松本

市を代表する商業店舗（百貨店やファッションビ

ル，老舗店舗）などが立地する中心街や，松本市

の核と  なる地区である。一方，対象地域の周

辺部にあたる巾上，中条，白板 1 丁目，白板 2 丁

目，清水１丁目などで平均 Integration Value が低

く，これらは住宅が点在する地区である。Local
レベルでは，松本駅前にあたる中央 2 丁目，中央

1 丁目，深志 2 丁目や，松本城の東西にあたる城

東 1 丁目，城西 2 丁目，開智 1 丁目，さらに南部

の本庄 1 丁目などで平均 Integration Value が高い。

ここも，松本市を代表する商業店舗などが立地す

る中心街や松本城の周辺，松本駅の南部の地区で

あり，近隣地域でのアクセス性が良いと考えられ

図－10 商業施設別平均 Integration Value 
図－11 商業施設と Integration Value(Local) 

ホテル  

旅館  

図－12 住宅と Integration Value(Local) 

図－13 駐車場と Integration Value(Local) 
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る。一方，対象地域の周辺部にあたる白板 1 丁目，

巾上，中条や，中部の中央 4 丁目などで平均

Integration Value が低く，これらは住宅が点在する

地区や街路密度が小さい地区である。以上から，

松本市を代表する商業施設が立地する本町通り

や伊勢町通りのある地区では，移動のためのアク

セス性や見通しの良さが備わっていると考えら

れる。また，歴史的な建物や民芸・工芸店，飲食

店などが多く残る中町通りのある地区も，アクセ

ス性や見通しの良さが比較的高いことが読み取

れ，観光客などの回遊性の効果が期待される。一

方，2017 年開業したイオンモール松本のある地

区は，地区外からのアクセス性は比較的高いが，

近隣地域でのアクセス性や見通しの良さに基づ

く回遊性では課題があると考えられる。 
  

４．おわりに 

 松本市の中心市街地を対象に Space Syntax 理論

を用いて，街路空間構造と沿道の施設用途の関係

を分析した結果，松本市中心市街地の街路空間は，

近年整備された主要街路と城下町特有の奥性を

もった街路が共存し，歴史ある城下町の特徴が把

握できた。まとめると，①旅館などの宿泊施設や

宗教施設が入り組んだ街路沿いに立地している。

②松本城の周辺地区，松本市を代表する商業店舗

や歴史的な建物と専門店が残っている地区は，歩

くことを基本とした街路空間が形成されていて，

観光客などの回遊性が期待される。③一方で，中

心市街地には多くの駐車場が散在しており，とく

に月極駐車場・コインパーキングなどが入り組ん

だ街路沿いに多く立地し，城下町そして観光地で

ある松本市の魅力が損なわれることが危惧され

る。これらの低未利用地はその他の土地に比べて

土地利用転換の柔軟性が乏しく，隣地開発時にお

いても土地の集約化が困難であるため，土地利用

制度の見直しを含めて，駐車場となっている土地

の活用と対策を行い，城下町として魅力あるまち

づくりにつなげることが課題である。 
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